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合流平面図 S=1/300

横 断 図 S=1/100

合 流 実 施
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雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工
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凡　　　　　例
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マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ
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広島市下水道局施設部管路課

翠町地区下水道改築 7 - 39 号工事
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※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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広島市下水道局施設部管路課

翠町地区下水道改築 7 - 39 号工事
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鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ
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※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。
※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。
※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※ 縮尺はＡ１出力時を示す。
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翠町地区下水道改築７-３９号工事
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合流管◎1800

As As

9160

71602000

6100530 530

0.00

旭一丁目 12旭一丁目 13 旭一丁目 11

旭一丁目 15
旭一丁目 15

合 流 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管

3220 2880

［マ
ンホ

ー
ル補

修B 
足
掛
 N
=1
1］

［マ
ン
ホー

ル補
修B 

足掛
 N
=1
2］

取付部

削孔工

取 付 管

突出除去
ﾓﾙﾀﾙ等

除　去

木の根

侵　入

ﾊﾟｯｷﾝ

除 去
位　置

浸入水

処　理

横 断 図

① － ①

施工箇所

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。
※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。
※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

－



管　　   径

区 間 距 離

勾　   　配

地　盤　高

土  被  り

管  底  高

掘  削  深

追 加 距 離

mm

‰

m

〃

〃

〃

〃

〃

位　置　図 S=1/10,000

雨 水 Ｎ

① － ①

製図年月縮　尺 図　示

課　長 係　長 設　計 写　図

図
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NO.
計

R.7.5

広島市下水道局施設部管路課

翠町地区下水道改築 7 - 39 号工事

7

合 流 実 施

汚 水 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

桝 不 明 取 付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

１ 号 マンホール

２ 号 マンホール

３ 号 マンホール

４ 号 マンホール

５ 号 マンホール

６ 号 マンホール

７ 号 マンホール

８ 号 マンホール

９ 号 マンホール

角４号 マンホール

角５号 マンホール

特１号 マンホール

特２号 マンホール

特３号 マンホール

特４号 マンホール

組立０号 マンホール

組立１号 マンホール

組立２号 マンホール

組立３号 マンホール

掃　　除　　口

塩ビ製小型マンホール

マ ン ホ ー ル

管　　　　　路

取　  付 　 管

地 下 埋 設 物

内副管付マンホール

外副管付マンホール

鉄　蓋　取　替

足　掛　取　替

インバート打替

躯　体　補　修

高さ調整部補修

補　　　　　修

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

凡　例

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

雨水平面図 S=1/300

横 断 図 S=1/100

縦 断 図 V=1/100
H=1/300

施工箇所

H=1/300
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403

2940
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既設管HP◎300

19001040

R-7-2～R-7-1

取付部

削孔工

取付管

突出し

モルタル

等除去

木の根

侵　入

パッキン

除 去
位　置

浸入水

処　理

1 － －22
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11

※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）

T

T
T T

［
マン

ホ
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補修
A］

－



360 ◎350［既設］

T

T T

T

T

T T

※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）



※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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※標高表示はTP+10.00mを示す。

※土被りは既設管厚を考慮していない（管径800mm未満）

※管底高は既設管を示す。

※T表示（陶管）、H表示（ヒューム管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔処理のみとしている。

※T（VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。

※取付管は使用状況を確認して削孔等の作業を行うこと。

※縮尺はA1原寸とする。

　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理は行わない）
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位 置 図 S=1/10,000

縦 断 面 図

合 流 平 面 図
横 断 面 図

追 加 距 離 〃

掘　削　深 〃

管　底　高 〃

土　　　被 〃

地　盤　高 〃

区  間  距  離 m

勾　　　　　配 ‰

管　　　　　径 mm

DL=-5.00

5.00

10.00

15.00

製造年月日縮　尺 図　示

課　長 係　長 設　計 写　図

図

番

R07.5

広島市下水道局施設部管路課

翠町地区下水道改築７-３９号工事

No. No.～

取付部
削孔工

取付管
突出し

モルタル
等除去

木の根
侵　入

パッキン
 除　去

--- --- --- ---12-212-1

侵入水

マンホール凡例

特2号ﾏﾝﾎｰﾙ

特1号ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立楕円ﾏﾝﾎｰﾙ

掃  除  口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

（600×900）

組立8号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立特殊ﾏﾝﾎｰﾙ

組立4号ﾏﾝﾎｰﾙ

（400×600）

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号ﾏﾝﾎｰﾙ

内副管付ﾏﾝﾎｰﾙ

外副管付ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊ﾏﾝﾎｰﾙ

汚水同一施工

中電ケーブル

キャップ止

合流桝取付

雨水桝取付(新設)

雨水同一施工

ＮＴＴケーブル

ガ　ス　管

水　道　管

雨水桝取付(既設)

合 流 実 施

凡　　　　　　例

合 流 既 設

合 流 計 画

補修凡例

鉄蓋取替

足掛取替

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

H=1/300

V=
1/
10
0

0.00

①　－　①

※標高は ＴＰ＋10.00mを示す。
※取付管径の表記が無い場合はφ150mmとする。
※管底高は既設管を示す。
※土被りは管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※T表示（陶管）およびVU表示（塩ビ管）の取付管は削孔のみとしている。
※T(VU)閉表示の取付管は削孔を計上しない。
※取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※縮尺はA1原寸とする。

※土被りは管厚を考慮していない。（管径800mm未満）
　（ただし、接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない）
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旭三丁目 10

旭三丁目 11
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位　置　図 S=1/10,000

合 流 Ｎ

製図年月縮　尺 図　示

課　長 係　長 設　計 写　図

図

番

NO.

R07.5

広島市下水道局施設部管路課

翠町地区下水管改築７－３９号工事

13

合 流 実 施

汚 水 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

桝 不 明 取 付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

１ 号 マンホール

２ 号 マンホール

３ 号 マンホール

４ 号 マンホール

５ 号 マンホール

６ 号 マンホール

７ 号 マンホール

８ 号 マンホール

９ 号 マンホール

角４号 マンホール

角５号 マンホール

特１号 マンホール

特２号 マンホール

特３号 マンホール

特４号 マンホール

組立０号 マンホール

組立１号 マンホール

組立２号 マンホール

組立３号 マンホール

掃　　除　　口

塩ビ製小型マンホール

マ ン ホ ー ル

管　　　　　路

取　  付 　 管

地 下 埋 設 物

内副管付マンホール

外副管付マンホール

鉄　蓋　取　替

足　掛　取　替

インバート打替

躯　体　補　修

高さ調整部補修

補　　　　　修

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

凡　例

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

合流平面図 S=1/300

管　　   径

区 間 距 離

勾　   　配

地　盤　高

土  被  り

管  底  高

掘  削  深

追 加 距 離

mm

‰

m

〃

〃

〃

〃

〃

H=1/300

V=
1/

10
0

TP+10.00DL = -5.00

0.00

5.00

10.00

取付部

削孔工

取付管

突出し

モルタル

等除去

木の根

侵　入

パッキン

除 去
位　置

浸入水

処　理

－ － －－

施工箇所

◎2400［既設］
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旭町三丁目 9
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H=1/300
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GO HPφ250
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※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。
※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。
※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

－



管　　   径

区 間 距 離

勾　   　配

地　盤　高

土  被  り

管  底  高

掘  削  深

追 加 距 離

mm

‰

m

H=1/300
V=1/100雨水縦断図

雨水平面図
S=1/300

横 断 図 S=1/100

① － ①

〃

〃

〃

〃

〃

1 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

2 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

3 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

4 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

5 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

6 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

7 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

8 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

9 号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

角5号 ﾏﾝﾎｰﾙ

マンホール　凡　　例

特1号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特2号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特3号 ﾏﾝﾎｰﾙ

特4号 ﾏﾝﾎｰﾙ

組立0号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立1号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立2号ﾏﾝﾎｰﾙ

組立3号ﾏﾝﾎｰﾙ

掃　除　口

塩ビ製ﾏﾝﾎｰﾙ

特殊 ﾏﾝﾎｰﾙ

鉄蓋取替

足掛取替(幅300mm)

インバート打替

躯体補修

高さ調整部補修

補　修　凡　例

マンホール補修Ａ

マンホール補修Ｂ

マンホール補修Ｃ

マンホール補修Ｄ

マンホール補修Ｅ

鉄蓋・床版取替マンホール補修Ｆ

Ｎ

位　置　図 S=1/10,000

施工箇所

製造年月日縮　尺 図　示

課　長 係　長 設　計 写　図

図
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広島市下水道局施設部管路課

翠町地区下水道改築７-３９号工事
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雨 水 実 施

合 流 既 設

雨 水 既 設

汚 水 計 画

雨 水 計 画

汚水同一施工

雨水同一施工

凡　　　　　例

汚 水 既 設

桝不明取付

雨水取付 (既設)

汚 水 桝 取 付

宅 地 内 雨 水

水　　道　　管

ガ　　ス　　管

ＮＴＴケーブル

中 電 ケーブル

(－)

(Ｉ)

(Ｎ)

(＋)

外　　副　　管

内　　副　　管
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取付部

削孔工

取 付 管

突出除去
ﾓﾙﾀﾙ等

除　去

木の根

侵　入

ﾊﾟｯｷﾝ

除 去
位　置

浸入水

処　理

※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。
※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。
※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※ 縮尺はＡ１出力時を示す。

－ －



※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。
※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。
※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※ 縮尺はＡ１出力時を示す。



※ 取付管径の表記がない場合はφ150mmとする。
※ 管底高は既設管を示す。

　 (ただし，接続先がマンホールの場合は削孔処理を行わない)

※ 土被りは既設管厚を考慮していない。（管径800mm未満）

　 削孔処理のみとしている。
※ T表示(陶管)，H表示(ヒューム管)，VU表示(塩ビ管)の取付管は

※ 標高表示はTP+10.0mとする。

※ 土被りは既設管厚を考慮している。（管径800mm以上）

※ T閉,H閉,VU閉表示の取付管は削孔を計上しない。

※ 取付管の使用状況を確認し削孔等の作業を行うこと。
※ 縮尺はＡ１出力時を示す。



マンホール補修工

円形カッター切断等

（打撃式は不可）
緊結部材

斜壁ブロック〔既設〕

路盤復旧材

マンホール鉄蓋 受枠共

表層材

※調整高が100㎜を超える場合は、調整リングを使用する。

標準型
（円形工法）

（マンホール鉄蓋取替工）

S=1:20マンホール補修A

φ820

鉄
蓋
高

1
1
0

調
整
高

No.
計

写　 図設 　計

縮　尺

課　 長

図  示
係　 長

製図年月日

広島市下水道局施設部管路課

図

番

翠町地区下水道改築 7 - 39 号工事

R7 . 5

後付けタイプ足掛金物仕様

Ａ Ａ

Ａ-Ａ詳細図

・足掛金物の設置ピッチは30cmを基本とする。
・足掛り部表面は、すべり止め加工を施す。

・先端部には、脱落抜け防止（ネジ切り、ボルト止め）加工を施す。
・足掛り部の出は、13cm以上を基本とする。

　また、腐食防止のため樹脂部分を2cm以上埋込む。
・躯体へは5cm以上埋込む。
・エポキシ等により完全に固定する。

寸　法

取付方法

被覆樹脂

芯　材

材　質

材　質

φ19mm以上

ポリプロピレン樹脂と同等品以上
SUS 304

SUS304

ポリプロピレン樹脂被覆

芯材　φ19mm以上

270mm以上

300mm以上

5
0
m
m
以
上

樹
脂
部
分
を

2
0
m
m
以
上
埋
込
み

1
3
0
～
1
5
0
m
m
以
上

足掛金物詳細図 S=1:5

マンホール補修Ｂ

（後付けタイプ）

図面No.

2

3

5

マンホールNo.

No.3-2

No.3-6

R-5-1

標準

標準

標準

調整リング(mm)

　－　

　－　

　－　

鉄蓋種別

T-14

T-14

T-25

8

R-7-1 標準 　－　 T-25

マンホール補修Aタイプ

17

R-2-1

R-2-2

標準

標準

　－　

　－　

T-25

T-25

7

R-8-2 標準 　－　 T-14

R-8-1 標準 　－　 T-14

R-9-1

R-9-2

標準

標準

　－　

　－　

T-14

T-149

R-10-1

R-10-2

標準

標準

　－　

　－　

T-25

T-2510

R-11-1 標準 　－　 T-14

11

R-11-3 標準 　－　 T-14

R-11-4 標準 　－　 T-14

№15-2

№15-3

№16-1

№16-2

15

16

標準

標準

標準

標準

　－　

　－　

　－　

　－　

T-14

T-14

T-14

T-14


